
上
島
町
を
「
虹
」
で
つ
な
ぐ
よ
う
に
、

花
菖
蒲
が
静
か
に
咲
き
誇
り
、「
ク
ー
ル

ビ
ズ
」
も
４
回
目
を
迎
え
る
時
候
に
な
り

ま
し
た
。

本
日
は
、
平
成
20
年
上
島
町
第
２
回
定

例
議
会
を
招
集
い
た
し
ま
し
た
と
こ
ろ
、

全
員
の
出
席
を
い
た
だ
き
ま
し
て
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

さ
て
、
国
に
お
い
て
は
租
税
特
別
措
置

法
改
正
案
や
地
方
交
付
税
法
改
正
案
な
ど

歳
入
関
連
法
案
が
参
議
院
で
否
決
さ
れ
、

衆
議
院
に
お
い
て
再
可
決
さ
れ
な
け
れ
ば
、

地
方
の
財
源
や
地
方
交
付
税
が
確
定
し
な

い
な
ど
、
地
方
行
政
運
営
に
も
悪
影
響
を

与
え
る
国
会
運
営
が
続
い
て
お
り
、
町
政

を
あ
ず
か
る
者
と
し
て
、
国
会
議
員
は
政

局
や
政
党
の
利
益
の
為
で
は
な
く
、
た
だ

国
民
の
為
に
「
仁
」
の
精
神
で
全
力
を
尽

く
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

愛
媛
県
に
お
い
て
は
国
の
再
可
決
に
か

か
わ
ら
ず
、
上
島
架
橋
「
生
名
橋
」
完
成

に
向
け
、
継
続
し
て
事
業
の
推
進
に
力
を

注
い
で
く
れ
て
お
り
、
財
政
厳
し
い
中
の

ご
支
援
に
大
変
感
謝
を
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
５
月
22
日
に
発
表
さ
れ
た
国
の

来
年
度
予
算
概
算
要
求
に
対
す
る
愛
媛
県

重
要
施
策
要
望
の
内
容
は
「
医
師
確
保
対

策
」「
子
育
て
支
援
対
策
」「
か
ん
き
つ
の

担
い
手
支
援
対
策
」「
過
疎
対
策
に
向
け

た
新
た
な
法
律
の
制
定
」「
情
報
通
信
地

域
格
差
の
解
消
」
な
ど
19
項
目
に
わ
た

り
、
加
戸
知
事
は
６
月
中
旬
に
上
京
さ
れ

関
係
省
庁
に
要
望
活
動
を
行
わ
れ
ま
し
た
。

上
島
町
と
し
て
も
独
自
の
、
あ
る
い
は
愛

媛
県
の
重
要
施
策
に
沿
っ
た
町
要
望
事
項

を
７
月
中
に
は
作
成
し
「
知
事
陳
情
」
の

場
や
関
係
省
庁
に
出
向
い
て
陳
情
活
動
を

実
施
す
る
こ
と
に
し
て
い
ま
す
。

上
島
町
の
平
成
19
年
度
の
決
算
で
は
、

当
初
予
算
時
に
財
政
調
整
基
金
等
の
取
崩

し
を
約
12
億
７
千
万
円
、
６
月
補
正
時
に

さ
ら
に
約
４
億
１
千
万
円
計
上
し
て
お
り
、

余
剰
金
の
一
部
は
基
金
へ
変
換
繰
り
入
れ

を
行
い
ま
し
た
が
、
結
果
的
に
基
金
は
前

年
度
末
か
ら
約
８
億
１
千
万
円
の
減
と
な

り
ま
し
た
。
こ
の
内
、
約
５
億
５
千
万
円

に
つ
い
て
は
、
造
船
振
興
事
業
収
入
や
上

水
道
会
計
の
繰
上
償
還
に
係
る
貸
付
金
の

返
済
と
し
て
、
平
成
20
年
度
以
降
、
順
次

返
還
さ
れ
る
た
め
、
実
質
の
基
金
減
は
、

約
２
億
６
千
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

20
年
度
当
初
予
算
に
お
い
て
も
、
約
12

億
７
千
万
円
の
基
金
繰
入
を
計
上
し
て
お

り
、
一
般
家
庭
で
の
「
定
期
預
金
」
を
取

り
崩
す
こ
と
で
凌
い
で
い
る
と
い
う
現
状

に
変
わ
り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
上
島
町
の
財
政
状
況
は

年
々
厳
し
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
今
後
は
、

大
胆
な
計
画
変
更
と
行
政
改
革
推
進
委
員

会
の
答
申
や
、
上
島
町
集
中
改
革
プ
ラ
ン

に
沿
っ
た
経
費
の
節
減
を
行
う
こ
と
に
よ

り
、
現
状
か
ら
の
脱
却
を
図
り
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
様
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

３
月
定
例
会
後
の
主
な
報
告
と
し
て
、

３
月
25
日
は
61
年
の
伝
統
を
誇
る
生
名

中
学
校
の
閉
校
式
が
あ
り
、
在
校
生
は
も

と
よ
り
卒
業
生
や
地
域
の
方
々
に
と
っ
て

も
寂
し
さ
を
感
じ
る
日
と
な
り
ま
し
た
が
、

上
島
町
立
弓
削
中
学
校
の
新
た
な
歴
史
を

刻
む
旅
立
ち
の
日
で
も
あ
り
ま
し
た
。

３
月
26
日
に
は
上
島
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ

ー
の
竣
工
式
が
あ
り
、
民
間
委
託
を
軸
に

お
い
た
新
一
般
廃
棄
物
処
理
計
画
が
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
し
た
。

新
年
度
に
入
る
と
、
県
の
地
方
局
が
５

局
か
ら
３
局
体
制
に
な
り
、
上
島
町
は
西

条
市
に
あ
る
東
予
地
方
局
の
管
轄
に
な
り

ま
し
た
が
、
今
治
地
方
局
は
東
予
地
方
局

今
治
支
局
と
し
て
残
る
の
で
、
町
民
の
皆

様
に
は
大
き
な
影
響
が
出
な
い
も
の
と
考

え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
４
月
上
旬
に
は
人
生
の
節
目
で

も
あ
る
入
学
式
に
も
多
数
出
席
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
新
入
生
の
輝
き
に
初
心
の
大
切

さ
を
教
わ
り
ま
し
た
。

４
月
中
に
は
、
新
年
度
の
人
事
異
動
に

対
応
す
る
た
め
の
挨
拶
回
り
や
要
望
活
動

を
、
県
や
国
あ
る
い
は
そ
の
出
先
機
関
、

特
に
国
会
や
各
省
庁
を
中
心
に
行
な
い
、

新
た
な
情
報
に
つ
い
て
は
各
支
所
･
各
課

に
伝
え
ま
し
た
。

懸
案
事
項
で
あ
っ
た
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
の
扱
い

で
す
が
、
議
会
に
対
し
て
は
全
員
協
議
会

等
に
お
い
て
経
過
報
告
を
、
町
民
の
皆
様

に
は
各
地
域
に
お
い
て
住
民
説
明
会
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
様
に
、
４
月
25
日
に
上

島
町
の
「
地
域
イ
ン
ト
ラ
ネ
ッ
ト
基
盤
施

設
整
備
事
業
」
と
「
地
域
情
報
通
信
基
盤

整
備
推
進
交
付
金
事
業
」
が
国
で
採
択
さ

れ
、
予
算
の
内
示
が
あ
り
ま
し
た
。

こ
の
２
つ
の
事
業
に
よ
り
、
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

を
上
島
町
全
地
域
で
見
る
こ
と
が
で
き
、

あ
わ
せ
て
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
へ
の
対
応
・

光
ケ
ー
ブ
ル
に
よ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
接

続
が
可
能
に
な
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
の

通
信
基
盤
を
活
用
し
全
世
帯
に
告
知
端
末

を
整
備
す
る
こ
と
で
、
防
災
緊
急
情
報
等

に
よ
る
住
民
の
安
心
安
全
確
保
、
ま
た
行

政
か
ら
の
お
知
ら
せ
等
、
き
め
細
や
か
な

サ
ー
ビ
ス
の
展
開
が
図
れ
ま
す
。
ま
た
、

防
災
等
の
緊
急
放
送
に
関
し
て
は
、
災
害

に
よ
る
光
ケ
ー
ブ
ル
等
の
断
線
も
考
慮
し
、

無
線
に
よ
る
拡
声
機
の
活
用
等
、
有
線
、

無
線
の
両
方
か
ら
カ
バ
ー
で
き
る
よ
う
計

画
し
て
い
ま
す
。

５
月
10
日
に
は
松
山
市
で
開
催
さ
れ
た

愛
媛
県
植
樹
祭
に
参
加
し
、
来
年
度
上
島

町
で
開
催
さ
れ
る
植
樹
祭
に
と
っ
て
、
大

変
参
考
に
な
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

５
月
27
日
か
ら
は
沖
縄
県
久
米
島
で
の

全
国
離
島
振
興
協
議
会
総
会
に
お
い
て
、

重
点
活
動
内
容
や
７
月
初
め
に
実
施
す
る
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本
定
例
会
は
、
6
月
25
日
に
招
集
さ

れ
、
会
期
を
3
日
間
と
定
め
ま
し
た
が
、

1
日
で
審
議
等
を
終
え
閉
会
し
ま
し
た
。

な
お
、
行
政
報
告
及
び
各
議
案
の
主

な
内
容
、
議
決
結
果
は
次
の
と
お
り
で

す
。

議会の
うごき

上
島
町
議
会

平
成
20
年

第
2
回
定
例
会

上
村
町
長
の
行
政
報
告



来
年
度
予
算
に
向
け
た
予
算
要
望
活
動
に

つ
い
て
の
協
議
を
行
い
、
離
島
に
対
す
る

支
援
対
策
の
決
議
を
採
択
い
た
し
ま
し
た
。

海
上
交
通
に
つ
き
ま
し
て
は
、
５
月
末

を
持
っ
て
伯
方
〜
土
生
間
の
フ
ェ
リ
ー
が

廃
止
さ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
は
経
営
改
善

に
向
け
て
の
止
む
を
得
な
い
決
断
で
あ
り
、

今
後
は
快
速
船
の
維
持
や
利
便
性
の
向
上

に
力
を
注
ぐ
と
共
に
交
通
環
境
の
整
備
に

努
め
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

６
月
に
は
15
日
に
大
阪
で
開
催
さ
れ
た

関
西
岩
城
会
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
、

「
ふ
る
さ
と
」
の
大
切
さ
を
再
認
識
す
る

と
共
に
、
私
達
に
は
上
島
町
を
離
れ
て
い

る
人
々
の
た
め
に
も
「
元
気
な
町
」
創
り

に
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
義
務
が

あ
る
こ
と
を
感
じ
ま
し
た
。

上
島
町
の
産
業
振
興
の
重
要
施
策
で
あ

る
「
造
船
振
興
計
画
」
で
示
し
て
い
た
小

漕
地
区
海
面
埋
め
立
て
に
つ
い
て
は
、
６

月
21
日
の
岩
城
・
生
名
漁
協
総
会
に
お
い

て
埋
め
立
て
同
意
の
議
決
を
い
た
だ
き
、

10
月
か
ら
の
工
事
開
始
工
程
を
示
し
ま
し

た
。
生
名
立
石
港
周
辺
整
備
予
算
も
国
か

ら
追
加
内
示
さ
れ
ま
し
た
の
で
、
今
後
も

関
係
各
位
の
変
わ
ら
ぬ
ご
高
配
と
ご
協
力

を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

さ
て
、
現
在
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
（
国
内
総
生
産
）

で
表
さ
れ
ま
す
が
、
10
年
ほ
ど
前
ま
で
は

一
国
の
経
済
活
動
の
状
況
や
そ
の
成
果
を

表
す
統
計
と
い
え
ば
Ｇ
Ｎ
Ｐ
（
国
民
総
生

産
）
を
指
し
、
そ
の
数
値
が
高
い
ほ
ど
豊

か
な
国
で
あ
る
と
の
評
価
が
さ
れ
て
い
ま

す
。
経
済
開
発
を
優
先
し
て
き
た
日
本
に

と
っ
て
も
、
行
政
運
営
に
お
い
て
も
「
財
」

に
焦
点
が
当
た
り
、
公
共
施
策
と
は
サ
ー

ビ
ス
極
大
化
で
あ
り
、
そ
れ
が
住
民
満
足

度
の
向
上
と
い
う
認
識
で
あ
っ
た
こ
と
は

否
定
で
き
な
い
事
実
で
あ
り
ま
し
た
。

し
か
し
、
近
年
Ｇ
Ｎ
Ｈ
と
い
う
数
値
が

注
目
さ
れ
、「
財
」
を
増
や
す
こ
と
だ
け

が
人
と
し
て
幸
せ
な
の
か
、「
Ｇ
Ｎ
Ｐ
よ

り
Ｇ
Ｎ
Ｈ
の
方
が
重
要
で
は
な
い
の
か
」

と
い
う
問
い
が
投
げ
か
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

Ｇ
Ｎ
Ｈ
（G

ross
N

ationalH
appiness

）

と
は
、「
国
民
総
幸
福
量
」
と
い
う
概
念

で
、
個
人
ご
と
の
価
値
観
に
マ
ッ
チ
す
る

よ
う
に
、
コ
ス
ト
を
か
け
な
く
て
も
成
果

を
生
み
出
せ
る
よ
う
な
考
え
方
は
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
か
、「
個
人
が
幸
せ
を
感
じ

る
こ
と
が
出
来
る
環
境
づ
く
り
」
が
行
政

施
策
で
あ
り
、
昔
な
が
ら
の
生
活
文
化
や

価
値
観
を
大
切
に
す
る
こ
と
が
重
要
で
は

な
い
か
と
言
う
考
え
方
で
す
。

私
も
「
心
の
豊
か
さ
」
こ
そ
が
本
当
の

財
産
で
あ
り
、
上
島
町
に
お
い
て
も
こ
れ

か
ら
の
行
政
運
営
は
Ｇ
Ｎ
Ｈ
を
追
求
し
な

が
ら
、
公
共
施
策
を
実
施
す
る
必
要
が
あ

り
、
継
続
し
て
「
誇
り
高
き
上
島
町
」
を

町
民
の
皆
様
と
共
に
創
り
上
げ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

■
専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と
に
つ

い
て
（
３
議
案
）

●
上
島
町
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
20
年
法
律
第
21
号
）
が
平
成
20
年

４
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
議

会
を
招
集
す
る
暇
が
な
か
っ
た
の
で
専
決

処
分
し
た
も
の
。

―
承
　
　
認
―

●
上
島
町
国
民
健
康
保
険
税
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例

地
方
税
法
等
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律

（
平
成
20
年
法
律
第
21
号
）
が
平
成
20
年

４
月
30
日
に
公
布
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

条
例
を
改
正
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
議

会
を
招
集
す
る
暇
が
な
か
っ
た
の
で
専
決

処
分
し
た
も
の
。

―
承
　
　
認
―

●
上
島
町
魚
島
国
民
健
康
保
険
診
療
所
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例

診
療
報
酬
の
算
定
方
法
を
定
め
る
件

（
平
成
20
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
59
号
）

が
告
示
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
、
条
例
を
改

正
す
る
必
要
が
生
じ
た
が
、
議
会
を
招
集

す
る
暇
が
な
か
っ
た
の
で
専
決
処
分
し
た

も
の
。

―
承
　
　
認
―

■
平
成
20
年
度
上
島
町
一
般
会
計
補
正
予

算
及
び
特
別
会
計
（
３
会
計
）
補
正
予
算

（
全
３
議
案
）

●
一
般
会
計

【
補
正
額
】

８
３
８
０
万
円

【
総
　
額
】
６
９
億
６
８
０
万
円

●
特
別
会
計
（
３
議
案
）

―
原
案
可
決
―

■
新
た
に
生
じ
た
土
地
の
確
認
に
つ
い
て

■
字
の
区
域
変
更
に
つ
い
て

公
有
水
面
の
埋
立
て
に
よ
り
、
新
た
に

生
じ
た
土
地
を
確
認
し
、
上
島
町
魚
島
字

井
ノ
頭
の
区
域
内
に
編
入
し
た
も
の
。

【
土
地
の
所
在
】
上
島
町
魚
島
字
井
ノ
頭

３
番
耕
地
67
番
１
の
地
先

【
面
積
】
１
４
７
　
４
９
裃―

可
　
　
決
―

■
辺
地
に
係
る
総
合
整
備
計
画
の
策
定
に

つ
い
て

諸
般
の
状
況
か
ら
、
本
町
の
辺
地
に
係
る

公
共
的
施
設
の
総
合
的
な
整
備
に
関
す
る
財

政
上
の
計
画
を
検
討
し
、
こ
れ
を
策
定
す
る

必
要
が
あ
る
た
め
。

―
可
　
　
決
―

■
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て

●
弓
削
地
区
緑
ヶ
丘
Ｂ
棟
建
設
工
事

【
契
約
方
法
】
指
名
競
争
入
札

【
契
約
金
額
】
５
億
９
６
４
０
万
円

【
契
約
の
相
手
方
】

今
治
市
南
宝
来
町
３
丁
目
４
番
地
の
５

株
式
会
社
河
上
工
務
店

代
表
取
締
役
　
河
上
亮
一

―
可
　
　
決
―

2008年8月　　3

条

例

議

案

補
正
予
算
議
案

そ

の

他

議

案

議
案
の
主
な
内
容

及
び
議
決
結
果

老
人
保
健

Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

介
護
保
険

補
正
額

総
　
額

補
正
額

総
　
額

補
正
額

総
　
額

４
９
０
万
円

１
億
３
１
４
０
万
円

11
億
４
０
９
０
万
円

12
億
　
９
１
０
万
円

４
０
０
万
円

６
億
１
７
０
０
万
円




